
　ますます気温が下がり、夜間は吐く息も白くなるようになってきましたが、和歌山市内各所では、寒さ
にも負けず、地域の防犯ボランティアの人による様々な取組みが行われています。
　その中で、平成２５年１１月２６日の夜間、名草地区の地域安全推進員の皆さんが取り組んでいる”
夜間パトロール”に参加してきました。
　パトロール中は、帰宅途中やジョギング中の人など、いろんな人とすれ違います。「こんばんは」など
と、声をかけると、すれ違う相手からも「こんばんは」「ごくろうさま」などと返事が返ってくるなど、地域の
みんなで防犯力を高める活動が取り組まれていました。

和歌山県内における特殊詐欺被害状況（平成２５年１月～１０月末）

　和歌山県内における特殊詐欺の被害認知件数は、５６件と前年同月比１５件の減少となっています。
認知被害額も、前年同月比で１億７千万円以上減少していますが、依然として、１０月末時点で２億４
千万円を超えています。
　特に、未公開株や社債などの名目で必ず儲かるなどと勧誘する、金融商品等取引名目の特殊詐欺
による被害額が全体の６割を超えています。必ず儲かるなどのおいしい話には、詐欺かも？と注意し、
周りの人や警察等に相談しましょう。
　※件数は、全て暫定値です。

第５０号

平成25年11月26日

青パト”まもるくん”の防犯ニュース

和歌山市危機管理部 地域安全課

声掛け合って夜間防犯パトロール　～紀三井寺公園周辺～

　名草地区地域安全推進員会による地域防犯活動

帰宅途中やジョギング中の人など、

いろんな人に「こんばんは」と声

かけ！ 

今回、パトロールに取り組ま

れていた名草地区地域安全推

進員の皆さんです！ 


	50号

